
練馬区休日夜間薬局IPADマニュアル 
1，​ スタッフIDとパスワードログインについて 

 
 



 
2，​ 定期的（６０日ごとに）にログインパスワードを変更します 

 



３．患者様が処方箋をお持ちになり、患者様の登録情報を確認したら、新患患者であった
場合 

 
スマートフォンをお持ちの患者様に上記のQRコードの読み込みをお願いし、患者情報の入
力をお願いしてください。QRコードは受付のところに置いておきます。 
尚、ご老人等、スマートフォンの使い方（QRコードが読み取れない、字が小さくて見えない、
入力できない）などがございましたら、患者アンケートをお渡しして記載をお願いしてくださ
い。また、スマートフォンの記載内容の手引きをパウチして別途用意します。そちらも参考
にしてください。以下パウチ内容、 
最初の画面です。入力が終われば、画面上の「次へ」をタップしてください 

 



 
基本情報の入力が終われば、体質・副作用歴と順番に入力していくことになります。上記画
面は「残薬確認」まで入力が進んだ状態です。 
もし修正内容を思い出した場合は画面上の「戻る」をタップして修正してください。進む場合
は「次へ」をタップしてください。 

 
併用薬の入力の画面です。併用薬がある場合は「あり」を選択しその他の欄に、薬品名を
入力してください。 
次に、最後の画面の紹介です。 

 



 
入力が終了しましたら、必ず「登録」をタップしてください。最後に白衣の男性が挨拶してい
たら終了です。患者様が、この画面まで来ていたら、事務さんは紐づけ可能な状態になりま
す。 

 



４．先確認～先確認受付一覧 
ここをクリックすると下記の内容が表示されます 

 
～ステイタスの説明～ 

送信済み：URLコピーやQRコードで先確認のリンクを発行済みだが、患者がリンクを開い

ていない 

入力中：患者側が回答入力中（または、回答途中で画面を閉じてしまった場合等） 

入力済み：患者側は回答済みで、紐づけ未完了 

連携待ち：紐づけまで完了し、GooCoの連携待ち 

連携済み：GooCoとの連携まで完了している 

①URL/QRコードの再表示 

送信済み/入力中状態の場合、患者氏名欄を押すとURLリンク/※LINE送信/QRコード/ス

タートボタンが再度表示されます。（※Followcare連携済みで患者番号の一致する再来患

者のみ選択可 p.44参照） 

下部の非表示/削除ボタンを押すと、この受付情報を非表示/削除できます。 

 

一覧画面でステイタスが連携済みになったら、GooCoと連携完了です。 

 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



それでは、次は処方せんの入力も終わり患者の紐づけも終わり、GooCoとの連携済みに

なり、Goocoへの基本事項の確認、調剤監査も終了し、いよいよ投薬になります。 

 

５． Chat GPTを活用したSOAP指導文自動生成機能について 

患者様との対話を録音し、SOAP文書を自動生成する機能を実装しました。録音後、生成

AIによる文字起こしを行い、今回の処方内容や前回の指導内容を考慮したSOAP文を生成

します。生成されたSOAP文は薬歴へ引用しご利用いただけます。また、文字起こしした内

容をそのまま薬歴に引用することも可能です。 

 

～Chat GPTでの薬歴作成のイメージ～ 

 
注意点 

1．​ 録音時間の上限は15分です。 

2．​ 文字起こしは安定した動作を確保するため、最大4000文字程度を推奨しています。 

3．​ 会話が非常に速い場合や、長文になると、15分以内でも上限に達することがあります 

4．​ AIの生成物は必ずしも正しくありません。間違ったことをいかにも正しいように言う、

「ハルシネーション」と呼ばれる現象を起こすことがあります。 

5．​ 生成されたSOAP文は、必ず薬剤師が内容の確認・修正のうえ使用してください。 

 

 

 



 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



患者との会話の中で、薬剤が追加になった、または用法が変更になった場合、医師への疑

義照会が発生することがあります。或いは、服薬指導前に既に、疑義照会が発生している

場合があります。その場合は薬歴に、疑義照会の内容について記載してください。 

6．​ 疑義照会について 

 

 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



現場では、お薬手帳の情報を薬歴に入力してから投薬に行く余裕はありません。そのため、電子
薬歴には以下の機能がございます。様々な場面で有効ですので、是非覚えてください。 
使う場面の例（お薬手帳・お薬手帳情報提供書、過去薬歴、必要事項メモ） 
 
7．​ 参照編 
 

 


